
赴任のあいさつ【肥田親彦循環器内科医長】 

 

 
 

あなたの手洗いは大丈夫ですか 
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【基本方針】生命を尊重し、地域の人々に安心・信頼される医療を提供します 

【運営方針】１．安心・安全な医療を提供します 

２．病病連携・病診連携を通して地域医療に貢献します 

３．専門的な知識と技術、倫理観を備えた職員を育成します 

４．職員は互いに尊重・補完しあい、協働し良質な医療を提供します 

５．信頼される医療を提供するための経営の健全化を図ります 

 

副看護部長 小林 由紀子 

このたび盛岡医療センターに赴任いたしました循環器内科の肥田親彦です。 

赴任前は宮城県の仙台循環器病センターで冠動脈や不整脈のインターベンション治療、

ペースメーカ手術などの急性期診療に携わっておりました。長く単身赴任を続けておりま

したが、盛岡の家族と暮らすため、２０２０年１０月から木村院長先生と岩手県立中央病

院のバックアップのもとで盛岡医療センターに勤務させていただくことになりました。 

さて、近年は超高齢・低ADLの心不全症例が増えてきており、当センターも例外ではあ

りません。そのような症例の多くは、カテーテル手技や負荷検査のような侵襲的手技が適

応外となる一方で、多彩な合併症を抱えているケースがほとんどです。そのため、ひとつ

の専門分野に特化した対応ではなく、全人的なプライマリケアの観点からアプローチしな 

当院では病院の運営方針として地域に根ざした医療の提供を掲げております。これまでも地域の一員として、青山

さくらまつり・健康教室・研修会等を積極的に行って来ましたが、今年はコロナウイルスの影響で様々な催し物を中

止せざるをえなくなり、地域の皆様と交流する機会も奪われてしまいました。 

しかし、このような状況の中でも病院として何かできることはないかと考え、外来通院している患者さん・ご家族

様を対象に手洗いチェックの研修を実施しました。 

新型コロナ感染対策の一つとしてテレビのコマーシャルでも何度も手洗いの方法を説明していますが、実際に手

洗いをした後の洗い残しを知る機会はないと思います。まずは手に専用クリームをまんべんなく擦り込み、その後手

洗いをします。そして、専用の機械で洗い残しがないか、確認します。念入りに手洗いをしたと思っても、洗い残し

はあるものです。実際、演習に参加した方から「いつも以上にしっかり洗ったのに・・」「あら？全然落ちていない」

などの声が聞かれました。１００人近い方に参加していただいた手洗いの実技でしたが、多くの方に喜んでいただい

た研修でした。これから寒さも厳しくなりますが、手洗いなどの感染予防対策を続けていきましょう。 

 

  

ければなりません。一筋縄ではいかない難渋症例も少なくありませんが、循環器内科医としての真価が問われている

ともいえるでしょう。 

地域のみなさまのお役に立てるため微力ながら尽力いたしますので、循環器疾患が疑わしい患者さんがおりました

際には、いつでもお気軽にご相談ください。どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

掲 ⽰ 版 

〇職員募集中 

・作業療法士（期間職員） 

 

 

 

 

〇盛岡医療センターホームページ https://morioka.hosp.go.jp/ 

 

 

 

 

問い合わせ先 ； 管理課 佐藤     電話；019-647-2195   e-mail；109-kanri@mail.hosp.go.jp 

 


